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二
○
○
六
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
創

立
者
で
あ
る
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
が
選

ば
れ
た
。
農
村
・
農
民
の
貧
困
削
減
に
果

た
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
普
及

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ヌ
ス
氏

は
、
猪
熊
弘
子
訳
『
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス

自
伝
─
貧
困
無
き
世
界
を
目
指
す
銀
行

家
』（
早
川
書
房　

一
九
九
八
年
）
の
中

で
「
文
明
世
界
で
は
、
貧
困
は
貧
困
博
物

館
に
展
示
さ
れ
る
べ
き
だ
」、「
貧
困
は
、

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
に
地
上
か
ら
な

く
す
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
貧
困
問
題

へ
の
強
い
思
い
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
事
業
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

貧
困
撲
滅
は
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
国

際
的
課
題
で
あ
り
、
国
連
も
重
要
な
目
標

と
し
て
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
貧
し
い
農
民
、
女
性
の
自
立
を

促
す
方
法
論
と
し
て
雇
用
の
拡
大
、
起
業

の
推
進
に
果
た
す
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
理
論
と
事
例
に
つ
い
て
、
近
年
発
刊

さ
れ
た
邦
文
文
献
（
特
に
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
て
）
を
紹
介
し
た
い
。

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
に
つ
い
て
の
文
献
は
邦

文
で
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
単
行
本
と
し

て
同
銀
行
を
紹
介
、
分
析
し
て
い
る
も
の

と
し
て
は
前
出
の
『
自
伝
』
と
と
も
に
坪

井
ひ
ろ
み
『
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
知
っ
て
い

ま
す
か
─
貧
困
女
性
の
開
発
と
自
立
支

援
』（
東
洋
経
済
新
報
社　

二
○
○
六
年
）

が
分
か
り
や
す
く
、
特
に
貧
困
か
ら
立
ち

直
る
女
性
像
が
生
き
生
き
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
目
的
は
多
様
で
あ
る
。
供
給
側
は
銀

行
、
組
合
、
政
府
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
様

々
で
あ
り
、
さ
ら
に
各
種
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
も
存
在
す
る
。
目
的
は

主
に
農
業
経
営
支
援
、
起
業
支
援
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
ど
で
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
貧
困
削
減
が
使
命
と
さ
れ
て

い
る
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
農
村
、
貧

困
、
女
性
問
題
へ
の
一
つ
の
対
応
で
あ
る

と
の
認
識
を
基
本
と
し
た
研
究
報
告
は
事

例
研
究
に
基
づ
い
た
も
の
が
多
い
。
そ
の

中
で
岡
本
真
理
子
・
粟
野
晴
子
・
吉
田
秀

美
編
著
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
読

本
』（
明
石
書
店　

一
九
九
九
年
）
は
、

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
（
国
際
開
発
高
等
教
育
機

構
）
の
研
究
会
の
成
果
を
発
表
し
た
も
の

で
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
理
論
的

分
析
を
し
た
上
で
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
外

に
も
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行
、

マ
ラ
ウ
イ
農
村
基
金
、
イ
ン
ド
Ｓ
Ｗ
Ａ
協

同
組
合
銀
行
な
ど
の
事
例
研
究
に
よ
り
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
様
々
な
角
度
か

ら
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
同
研
究
会
で
は

ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
の
事
例
と
し
て
、

『
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
地
域
の
特

性
』（
国
際
開
発
高
等
教
育
機
構
一
九
九

九
年
度
報
告
書
）
が
あ
る
。

『
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
支
援
事
例
分
析
』（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国

際
協
力
研
修
所　

二
○
○
四
年
）
で
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
途
上
国
で
実
施
し
て
い
る
農
村

開
発
、
女
性
の
地
位
向
上
、
家
族
計
画
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
位
置
づ
け
と
役
割
、
問

題
点
に
つ
い
て
事
例
研
究
し
て
い
る
。

須
田
敏
彦
著
『
イ
ン
ド
農
村
金
融
論
』

（
日
本
評
論
社　

二
○
○
六
年
）
は
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
の
実
態
を
解
明
し
た

上
で
、
一
連
の
農
村
金
融
改
革
の
実
情
と

問
題
点
を
分
析
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
（
自
助
グ
ル
ー

プ
）
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｇ
（
貧
し
い
女
性
に
よ

る
近
隣
グ
ル
ー
プ
）
の
普
及
と
金
融
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
実
例
を
分
析
し
、
貧
困
削
減
の
新
展

開
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

政
府
や
公
的
機
関
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

る
開
発
事
業
の
多
く
は
、
国
や
地
域
の
発

展
、
雇
用
の
促
進
に
一
定
の
貢
献
を
し
て

い
る
が
、
他
方
で
は
必
然
的
に
開
発
弱
者

を
生
み
出
し
て
き
た
。
特
に
南
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
で
は
、
貧
困
者
の
救
済
や
女
性

の
自
立
と
い
う
課
題
に
は
手
が
回
ら
な
か

っ
た
。
そ
う
し
た
弱
者
の
生
活
向
上
、
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
あ
る
い
は
自
立
支
援
は

多
く
の
場
合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
補
完
し
て
き
た
。
い
わ
ば
草
の
根

的
活
動
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
有

機
的
に
結
合
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た

ケ
ー
ス
の
代
表
例
が
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
で
あ

ろ
う
。

松
井
範
惇
・
池
本
幸
生
編
著
『
ア
ジ
ア

の
開
発
と
貧
困
』（
明
石
書
店　

二
○
○

六
年
）
は
、
貧
困
か
ら
開
発
を
ど
の
よ
う

に
生
み
出
す
か
に
つ
い
て
理
論
的
方
法
論

を
論
じ
な
が
ら
、
特
に
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
と
い
う
観
点
か
ら
女
性
の
組
織

化
、
自
立
へ
の
支
援
策
と
し
て
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
役
割
に
つ
い
て
分
析

し
て
い
る
。
本
著
で
は
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の

他
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
中
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
事
例
研
究
を
し
て
い

る
。女

性
や
貧
困
者
の
自
立
を
促
す
た
め
に

は
保
護
や
制
度
的
支
援
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
雇
用
の
創
出
、
拡
大
に
よ
っ
て
貧

困
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
山
形
辰
史

編
『
雇
用
を
通
じ
た
貧
困
削
減
─
中
間
報

告
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

二
○
○
六

年
）
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な

ど
の
事
例
に
よ
る
貧
困
削
減
の
た
め
の
様

々
な
雇
用
創
出
の
た
め
の
試
み
や
政
策
を

分
析
し
て
お
り
、
最
終
報
告
が
待
た
れ
る
。

な
お
、
ア
ジ
ア
の
農
村
金
融
の
実
態
と

問
題
点
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
泉
田
洋
一

著
『
農
村
金
融
論
─
ア
ジ
ア
の
経
験
と
経

済
発
展
』（
東
京
大
学
出
版
会　

二
○
○

三
年
）
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

と
は
違
っ
た
形
の
農
村
金
融
の
実
情
が
良

く
理
解
で
き
る
。

（�

す
が
わ
ら　

ふ
さ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

菅
原
房
子

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

貧
困
削
減
と
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

役
割


